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『協力隊を支援する やまがた地球家族の会』機関誌

 

二
〇
〇
四
年
十
月
二
日
、
鶴
岡
市
の
出
羽

庄
内
国
際
村
で
﹁
協
力
隊
を
支
援
す
る
や
ま

が
た
地
球
家
族
の
会
﹂が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

青
年
海
外
協
力
隊
な
ど
独
立
行
政
法
人
・
国

際
協
力
機
構
︵
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
︶
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
事
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
草
の
根
レ
ベ
ル
の
国
際
協
力
や
国
際
理

解
教
育
を
推
進
す
る
の
が
目
的
で
、
県
内
全

域
・
各
界
を
網
羅
し
た
支
援
組
織
で
す
。

 

同
様
の
支
援
組
織
は
全
国
で
三
十
六
団
体

あ
り
、
約
六
千
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
東

北
で
は
山
形
県
だ
け
に
支
援
組
織
が
な
か
っ

た
た
め
、
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
ら
が
中
心

と
な
り
、
去
年
秋
か
ら
設
立
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

 

午
前
中
の
設
立
発
起
人
会
に
続
い
て
、
午

後
に
は
設
立
総
会
を
開
催
。
約
百
人
が
出
席

し
、
活
動
方
針
や
役
員
を
決
め
ま
し
た
。
総

会
後
は
記
念
講
演
会
・
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が

行
わ
れ
、
大
勢
の
会
員
・
来
賓
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
・
在
住
外
国
人
ら
が
、
設
立

の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　
　
　

ご　

あ　

い　

さ　

つ

『
協
力
隊
を
支
援
す
る

　
　
　

や
ま
が
た
地
球
家
族
の
会
』

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

酒
井
忠
久

　

私
達
は
、〝
地
球
〞
と
い
う
家
に

住
む
家
族
の
一
員
と
し
て
、
国
境
を

越
え
、
世
界
の
仲
間
と
手
を
取
り
合

い
な
が
ら
、
自
ら
の
行
動
を
通
し
て

世
界
の
平
和
を
築
い
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

企
業
や
団
体
、
そ
し
て
、
多
く

の
市
民
の
方
々
と
共
に
、
草
の
根
レ

ベ
ル
で
国
際
協
力
の
輪
を
大
き
く
広

げ
、
青
年
海
外
協
力
隊
な
ど
独
立
行

政
法
人
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
と
共
に
歩
む

こ
と
で
、
地
域
社
会
へ
の
国
際
化
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
願
い
、『
協

力
隊
を
支
援
す
る 

や
ま
が
た
地
球

家
族
の
会
』
を
設
立
す
る
こ
と
に
致

し
ま
し
た
。

　
『
協
力
隊
を
支
援
す
る 

や
ま
が
た

地
球
家
族
の
会
』
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
理
解
を
深
め
、
草

の
根
レ
ベ
ル
の
支
援
の
輪
を
広
げ
、

地
域
性
を
生
か
し
た
独
自
の
活
動
を

展
開
す
る
こ
と
で
、
国
を
越
え
て
地

球
家
族
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　

設
立
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
企
業
及
び
県
民
の
皆
様
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

↑設立総会での酒井会長

 『協力隊を支援する やまがた地球家族の会』の活動方針及び事業予定
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設
立
記
念
講
演
会
・
第
一
部

『
山
形
か
ら
地
球
の
あ
っ
ち
こ
っ
ち
へ
』

本
県
出
身
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｏ
Ｂ
の
体
験
発
表

○会　長
　　酒井忠久　　財団法人致道博物館　館長
○副会長
　　佐藤邦彦　　東北公益文科大学　顧問
○理　事
　　阿部由美子　大地の会　副代表
　　開沼哲男　　山形県中小企業団体中央会　専務理事
　　小松伸也　　株式会社小松建設　代表取締役社長
　　金野信勇　　学校法人羽黒学園　理事長
　　齊藤栄司　　NPO法人山形県青年海外協力協会　前会長
　　佐々木裕　　NHK山形放送局　局長
　　佐藤憲司　　ボランティア家族
　　塩野寿伸　　山形新聞社　常務取締役・編集局長

役員・理事
○理　事
　　鈴木一志　　JICA 帰国専門家山形県連絡会
　　鈴木隆一　　株式会社でん六　代表取締役社長
　　高橋英彦　　東北公益文科大学　教授
　　高橋仁志　　NPO法人山形県青年海外協力協会　会長
　　高橋文夫　　東北電化工業株式会社　代表取締役会長
　　富樫　透　　山形県青年国際交流機構　会長
　　橋本政之　　荘内日報社　代表取締役常務
　　山村達也　　山形県農業協同組合中央会　常務理事
○監　事
　　長岡　喬　　社団法人山形県経営者協会　専務理事
　　吉田庸一　　NPO法人山形県青年海外協力協会　理事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 50音順・敬称略

◎顧　問
　　小野寺喜一郎　日本ハンガリー友好協会山形県支部　会長
　　雲見昌弘　　　JICA 東北支部　支部長
　　佐藤充彦　　　山形放送　代表取締役社長
　　仙道富士郎　　山形大学　学長・JICA 帰国専門家山形県連絡会　会長
　　相馬健一　　　山形新聞社　代表取締役社長

　　富塚陽一　　　財団法人出羽庄内国際交流財団　理事長
　　新田嘉一　　　株式会社平田牧場　代表取締役会長
　　本間利雄　　　株式会社本間利雄設計事務所　代表取締役
　　本山　彌　　　庄内交通株式会社　代表取締役社長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 50音順・敬称略

　
高
橋
仁
志
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
形
県

青
年
海
外
協
力
協
会 

会
長
）
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
国
際
協
力
事
業
概
要
と
四
つ
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
青
年
海
外
協
力
隊
・

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
日
系
社
会

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
日
系
社
会
シ
ニ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、

近
年
派
遣
さ
れ
た
ば
か
り
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｏ
Ｂ
三
名
が
体
験
発
表
。
お

客
さ
ま
か
ら
も
「
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
伝

わ
っ
て
こ
な
い
、
世
界
の
ナ
マ
の
姿
に
触

れ
る
こ
と
が
出
来
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、

新
鮮
な
驚
き
に
満
ち
た
時
間
で
し
た
。

●
川
合
仁 

氏

（
山
形
市
出
身
。
青
年
海
外
協
力
隊
平

成
十
二
年
度
三
次
隊
・
理
数
科
教
師
隊

員
と
し
て
タ
ン
ザ
ニ
ア
へ
派
遣
）

　

首
都
・
ダ
ラ
エ
ス
サ
ラ
ム
ま
で
ス
ム

ー
ズ
に
移
動
で
き
た
と
し
て
も
丸
２
日

は
か
か
る
、と
い
う
地
方
で
活
動
し
た
。

電
気
や
水
道
の
な
い
中
で
暮
ら
し
て
い

る
現
地
の
人
た
ち
と
同
様
、
汲
ん
だ
水

を
使
い
ラ
ン
プ
の
下
で
生
活
し
た
。

　

し
か
し
、
日
本
や
先
進
国
と
比
べ
て

不
便
な
生
活
の
中
で
も
、
人
々
は
将
来

へ
の
希
望
と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

向
上
心
を
持
ち
、
明
る
く
生
き
生
き
と

暮
ら
し
て
い
る
。
日
本
の
物
質
的
な
豊

か
さ
と
は
別
の
「
豊
か
さ
」
に
気
付
く

こ
と
が
出
来
た
。

●
白
井
誠
一 

氏

（
川
西
町
出
身
。
青
年
海
外
協
力
隊
平

成
十
二
年
度
二
次
隊
・
シ
ス
テ
ム
エ
ン

ジ
ニ
ア
隊
員
と
し
て
ブ
ル
ガ
リ
ア
へ
派

遣
）

　

水
も
電
気
も
な
い
途
上
国
へ
派
遣
さ

れ
る
と
い
う
一
般
的
な
海
外
協
力
隊
の

イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

学
校
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。
ド
ナ
ウ
川

を
は
さ
ん
で
ル
ー
マ
ニ
ア
と
向
き
合
う

街
で
の
暮
ら
し
は
安
定
し
て
お
り
、
学

校
の
設
備
も
生
徒
の
生
活
も
、
先
に
発

表
し
た
川
合
Ｏ
Ｂ
と
は
ま
っ
た
く
異
な

る
環
境
だ
っ
た
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
連
の
技
術
移

転
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
と
い
う
国
の

こ
と
を
伝
え
る
の
も
大
事
な
活
動
と
思

い
、
授
業
以
外
の
文
化
行
事
・
活
動
に

も
積
極
的
に
参
加
し
た
。

●
鈴
木
圭
子 

氏

（
河
北
町
出
身
。
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
十
七
回
生
と
し
て
、
平
成

十
三
年
か
ら
、
ボ
リ
ビ
ア
へ
団
体
事
務

の
職
種
で
派
遣
）

　

ボ
リ
ビ
ア
の
サ
ン
フ
ァ
ン
日
本
人
移

住
区
で
活
動
し
た
。
日
系
移
民
に
つ
い

て
あ
る
程
度
は
理
解
し
た
つ
も
り
で
行

っ
た
が
、
実
際
に
現
地
で
世
代
を
ま
た

い
で
日
系
人
の
人
た
ち
と
暮
ら
し
、
活

動
を
通
じ
て
接
す
る
中
で
、
日
系
移
民

の
歴
史
と
現
在
に
深
く
触
れ
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

二
年
間
の
活
動
を
通
じ
て
多
く
の

感
動
と
貴
重
な
出
会
い
が
あ
っ
た
。
そ

の
体
験
を
継
続
し
て
伝
え
て
行
き
た
い

と
考
え
、
帰
国
後
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
推
進
員
と
し
て
県
内
で
活
動
し
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
抄
録
）

　
　
　
　
　

←�
写
真
左
か
ら
川
合
・
白
井
・
鈴
木
・
高
橋
各
氏
。
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設
立
記
念
講
演
会
・
第
二
部

『
国
際
協
力
と
市
民
参
加
』

　

講
師　

協
力
隊
を
育
て
る
会
理
事　

 

青
木
盛
久 

氏

「
協
力
隊
の
語
り
部
」
を
志
し
、
六
千
人

も
の
隊
員
報
告
を
読
破
し
た
講
師
が
、
長

年
の
外
交
官
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
深

い
見
識
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
躍
ぶ
り
・
国
際
協
力
の
あ
り
方
な
ど
を

語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
『
協
力
隊
を
支
援
す
る 

や
ま
が
た
地

球
家
族
の
会
』
の
設
立
を
心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
る
。
実
は
山
形
県
と
協
力

隊
は
非
常
に
縁
が
深
い
。
本
県
出
身
の

寒
河
江
善
秋
氏
は
、
協
力
隊
設
立
に
深

く
関
わ
ら
れ
た
。

　

明
治
維
新
以
来
の
日
本
は
大
勢
の

「
お
し
ん
」
達
の
苦
難
と
努
力
に
よ
っ

て
世
界
列
強
の
一
角
を
占
め
た
も
の

の
、
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
に
よ
っ
て
、

奈
落
の
底
に
突
き
落
と
さ
れ
た
。
そ
こ

か
ら
再
び
這
い
上
が
っ
て
、
今
日
の
平

和
と
繁
栄
を
獲
得
し
た
日
本
。
二
十
一

世
紀
の
我
が
国
に
課
せ
ら
れ
た
使
命

は
、
こ
う
し
た
過
去
の
経
験
を
生
か
し

て
、
よ
り
平
和
で
よ
り
公
正
な
国
際
社

会
の
構
築
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
行
く

こ
と
に
あ
る
。

　
『
や
ま
が
た
地
球
家
族
の
会
』
の
設

立
趣
意
書
に
あ
る
よ
う
に
、
国
民
の
一

人
一
人
が
地
球
家
族
の
一
員
と
し
て
、

国
境
を
越
え
、
世
界
の
仲
間
と
手
を
取

り
合
い
な
が
ら
、
自
ら
の
行
動
を
通
し

て
世
界
の
平
和
を
築
い
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
本
会
は
、
草
の
根
レ
ベ
ル
で

の
国
際
協
力
と
地
域
の
国
際
化
の
輪
を

大
き
く
広
げ
て
い
く
た
め
に
、
青
年
海

外
協
力
隊
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
出
身

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
を
通
じ
て
国
際

協
力
に
参
加
す
る
と
い
う
の
は
、
き
わ

め
て
効
果
的
・
効
率
的
な
や
り
方
で
あ

る
。
ま
ず
、
現
地
で
素
晴
ら
し
い
活
動

を
し
て
い
る
協
力
隊
・
日
系
社
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
に
残
る
市
民
の
一
人
一
人
が
、
彼

ら
と
苦
楽
を
共
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

し
、
彼
ら
の
後
押
し
を
す
る
こ
と
も
出

来
る
。
ま
た
、
優
秀
な
人
材
を
協
力
隊

な
ど
に
送
り
こ
み
、
あ
る
い
は
帰
国
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
再
び
地
域
社
会
に

迎
え
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の

活
性
化
・
国
際
化
を
促
進
す
る
こ
と
も

期
待
出
来
る
。

　

さ
て
、
わ
が
国
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

市
民
権
を
得
た
の
は
、
一
九
九
五
年
の

阪
神
淡
路
大
震
災
で
あ
っ
た
。
そ
う
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

い
え
ば
「
慈
善
」
と
か
「
奉
仕
」
と
結

び
つ
け
て
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
し
、

悪
く
い
え
ば
「
そ
の
場
限
り
」
と
い
う

感
じ
も
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
。し
か
し
、

協
力
隊
な
ど
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
同
じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
長
期

滞
在
型
・
技
術
指
導
型
で
あ
る
と
こ
ろ

が
一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
大
い
に
異

な
る
。
協
力
隊
は
「
現
地
の
人
と
共
に

暮
ら
し
、共
に
働
く
」
こ
と
を
通
じ
て
、

現
地
の
人
々
と
の
心
の
ふ
れ
合
い
、
つ

ま
り
相
互
の
信
頼
と
尊
敬
に
も
と
づ
い

た
強
固
な
人
間
関
係
の
構
築
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
技
術
指
導

を
通
じ
て
、
現
地
へ
の
技
術
移
転
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
（
〜
本
県
出
身
の
青
年
海
外
協
力
隊

員
の
活
動
が
多
数
紹
介
さ
れ
た
〜
）

　

協
力
隊
は
非
日
常
の
世
界
で
あ

り
、
二
年
間
の
高
揚
で
あ
る
。
日
本
国

の
内
に
も
外
に
も
、
こ
の
よ
う
な
高
揚

を
継
続
的
に
保
証
す
る
職
場
は
な
い
。

皆
様
に
お
願
い
し
た
い
の
は
、
協
力
隊

に
就
職
を
世
話
す
る
こ
と
で
は
必
ず
し

も
な
い
。
む
し
ろ
帰
国
隊
員
が
自
ら
の

経
験
を
内
面
化
し
、
客
観
視
し
て
、
そ

れ
を
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
生
か
し
て

い
け
る
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
帰
国
隊
員

の
た
め
に
、
理
数
科
・
体
育
・
家
庭
科

な
ど
の
教
員
や
臨
床
検
査
技
師
・
Ｘ
線

技
師
な
ど
の
公
的
機
関
へ
の
採
用
の
窓

口
を
拡
げ
る
等
、
就
職
自
体
に
つ
い
て

も
や
れ
る
こ
と
・
や
る
べ
き
こ
と
は
少

な
く
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
大

切
な
の
は
、
彼
ら
の
体
験
・
彼
ら
の
志

を
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
生
か
せ
る

よ
う
な
環
境
を
用
意
し
て
や
る
こ
と
だ

と
、私
は
考
え
て
い
る
。（
以
上
、抄
録
）

阿部梅子（うめちゃんキムチ本舗 代表）�   阿部由美子（大地の会 副代表） 

大澤和久（山形経済同友会 事務局長）�   開沼哲男（山形県中小企業団体中央会 専務理事） 

金野信勇（学校法人羽黒学園 理事長）�   川村良子（山形済生病院 看護部長） 

雲見昌弘（JICA東北支部 支部長）   �   桑嶋誠一（山形新聞社 鶴岡支社長） 

小松伸也�（㈱小松建設 代表取締役社長）�   齊藤栄司（NPO法人山形県青年海外協力協会 前会長）

酒井天美（㈱松岡物産 代表取締役社長）�   酒井忠久（㈶致道博物館 館長） 

佐々木裕（NHK山形放送局 局長）� �   佐藤邦彦（東北公益文科大学 顧問） 

佐藤憲司（ボランティア家族）� �   佐藤朋子（余目町国際交流協会 会長） 

佐藤廣志（NDソフトウェア㈱ 代表取締役社長）  �佐藤陸男（荘内日報社 代表取締役社長） 

情野芳明（アースネットワーク米沢 会長）     鈴木隆一（㈱でん六 代表取締役社長） 

仙道富士郎（山形大学 学長・JICA帰国専門家山形県連絡会 会長）

高橋照雄（㈱両国屋 代表取締役）         高橋英彦（東北公益文科大学 教授）

高橋仁志（NPO法人山形県青年海外協力協会 会長）高橋文夫（東北電化工業㈱ 代表取締役会長）

田中 宏（日本のうたをうたう会 主宰・音楽家）  富樫 透（山形県青年国際交流機構 会長）

長岡 喬（㈳社団法人山形県経営者協会 専務理事） 長澤 豊（山形農業協同組合 代表理事専務）

新田嘉一（㈱平田牧場 代表取締役会長）      本間利雄（㈱本間利雄設計事務所 代表取締役）

本山 彌（庄内交通㈱ 代表取締役社長）      山口考子（庄内国際交流協会 副会長）

山口吉彦（アマゾン民族館 館長）         山村達也（山形県農業協同組合中央会 常務理事）

吉田庸一（NPO法人山形県青年海外協力協会 理事）                ※ 50音順・敬称略

設　立　発　起　人

↑設立記念パーティーの最後に、参加者全員

で『故郷』を熱唱。写真右は青木盛久氏。
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シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
共
和
国
に
派
遣
さ
れ
る
佐
藤
行
和

（
ゆ
き
か
ず
）
さ
ん
の
壮
行
会
が
十
月
二
十
二
日
、
出
羽
庄
内
国
際
村
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
以
前
か
ら
「
五
十
五
歳
で
別
の
道
へ
踏
み
出
す
」
と
計
画
し
て
い
た
佐
藤

さ
ん
は
、
こ
の
春
三
十
三
年
に
渡
る
教
員
生
活
に
別
れ
を
告
げ
、
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
へ
応
募
。
中
米
で
も
最
貧
国
の
一
つ
で
あ
る
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
で
、
国
立
交
響
楽

団
の
指
導
に
あ
た
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
愛
す
る
佐
藤
さ
ん
な

ら
で
は
の
熱
意
あ
ふ
れ
る
国
際
協
力
を
心
か
ら
応
援
し
ま
す
♪

《
専
門
家
の
眼
・
マ
ラ
ウ
イ
報
告
》

　

元
マ
ラ
ウ
イ
共
和
国 

農
業
普
及

　
　
　
　

及
び
組
織
化
支
援
専
門
家

　
　
　
　
（
株
）
両
国
屋　

渡
部
直
人

　

二
〇
〇
一
年
八
月
か
ら
三
年
間
南
部

ア
フ
リ
カ
の
マ
ラ
ウ
イ
へ
派
遣
さ
れ
、

日
本
の
支
援
で
作
ら
れ
た
灌
漑
施
設
の

リ
ハ
ビ
リ
及
び
裨
益
農
民
へ
の
技
術
協

力
と
し
て
、
稲
作
を
中
心
と
し
た
農
業

普
及
及
び
生
産
組
織
、
水
利
組
織
設
立

に
関
す
る
協
力
を
行
っ
て
き
た
。

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
問
題
が
凝
縮
さ
れ
た

よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
今
後
の
Ｏ

Ｄ
Ａ
の
方
向
性
や
そ
の
あ
り
方
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
三
年
間
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
一
年
か
ら
〇
二
年
は
食
糧
難
、

雨
季
に
は
洪
水
、
〇
三
年
か
ら
〇
四
年

の
雨
季
は
干
ば
つ
と
、
自
然
条
件
の
厳

し
さ
ゆ
え
の
協
力
の
難
し
さ
も
経
験
し

た
。

　

今
後
は
裨
益
地
域
の
皆
さ
ん
の
長
年

の
経
験
や
歴
史
さ
ら
に
は
自
然
条
件
の

検
証
を
十
分
に
行
い
、
慎
重
か
つ
持
続

的
な
支
援
方
法
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
と
痛
感
し
た
。

↑�８００ha の潅漑プロジェクト対象エリア内の灌漑施設

維持管理指導中の筆者（写真左から 2人目）、青年海外協

力隊員（上野）及び政府農業普及職員。灌漑施設が大雨

で流されたために、その緊急対策のため視察中に撮影。

 

→
現
場
周
辺
の
子
供
達
。
子
供

達
は
全
員
裸
足
で
、
学
校
教
育
を

受
け
て
い
な
い
子
も
多
い
。
ま
た
、

マ
ラ
リ
ア
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
等
の
疾
患
も

多
く
、
マ
ラ
ウ
イ
の
平
均
寿
命
は

三
十
八
歳
、
健
康
寿
命
は
二
十
九

歳
と
言
わ
れ
て
い
る
。
何
よ
り
農

村
部
の
貧
困
削
減
、
解
消
が
今
後

の
最
大
の
課
題
で
あ
り
、
マ
ラ
ウ

イ
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
の
ベ
ー
ス
に

あ
る
の
が
こ
う
し
た
農
村
部
の
経

済
基
盤
の
脆
弱
性
で
あ
る
。

 ↑�設立総会会場の一角で、本県出身 JICA ボ
ランティアの活躍を紹介するパネル展を開催。

☆
佐
藤
行
和
さ
ん
壮
行
会
の
ご
報
告
・
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
共
和
国
へ

☆お問い合わせ／ご入会のお申し込みは、当会事務局まで。

■協力隊を支援する『やまがた地球家族の会』入会のご案内
＊会費（１口）：個人会員＝3000円／家族会員＝1000円（個人会員の家族）／学生会員＝1000円／団体会員＝10000円（企業及び団体）
＊会員特典：JICA ボランティアの姿を通して、世界が見える！「国際ボランティアマガジン 月刊《クロスロード》」を、
年間購読料 5,000 円のところ、希望する会員には 2,000円の送付手数料のみで 1年間 12冊ご提供いたします。

やまがた地球家族 設立記念創刊号
発行／〒 997-0836 山形県鶴岡市家中新町 10-18 致道博物館気付 『協力隊を支援する やまがた地球家族の会』事務局 Tel&Fax) 0234-42-1458（富樫）

E-mai l) info@chikyukazoku.org   Website) http://www.chikyukazoku.org/

平成 16 年 11 月 1 日発行（第１号） 発行人／酒井忠久

★事務局では、当機関誌のタイトルを募集しています。「機関誌名」とその理由・住所・氏名・電話番号・創刊号

 の感想をご記入の上、ハガキかメールでご応募ください。採用された方には、豪華 (?) 記念品を進呈します！

　

韓
国
か
ら
の
留
学
生
・
金
眞
姫
さ
ん
の
華
や
か
な
韓
国
宮
廷
舞
踊
で

始
ま
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
乾
杯
の
音
頭
は
㈳
協
力
隊
を
育
て
る
会
常
任
理
事
の
高
橋
成
雄

氏
に
お
願
い
し
、
待
望
の
山
形
で
の
支
援
組
織
設
立
の
喜
び
を
語
っ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

庄
内
在
住
の
外
国
出
身
者
と
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
よ

っ
て
、
七
ヶ
国
の
民
族
料
理
が
用
意
さ
れ
、
舌
か
ら
も
世
界
を
味
わ
え

る
趣
向
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
派
遣
当
時
の
食
生
活
を
懐
し
く
思
い
出

し
た
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
も
い
た
よ
う
で
す
。

　

米
国
留
学
を
控
え
た
佐
藤
比
奈
子
さ
ん
の
素
敵
な
ピ
ア
ノ
を
バ
ッ
ク

に
、
世
代
や
国
籍
を
越
え
て
会
話
も
弾
み
ま
す
。
そ
の
後
、
参
加
者
全

員
で
『
故
郷
』
を
合
唱
し
、
感
動
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。

　

お
帰
り
の
際
、「
小
さ
な
ハ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
寄
付
を
頂

戴
し
た
皆
様
に
、
当
日
会
場
で
使
用
さ
れ
た
数
百
本
の
バ
ラ
か
ら
小
さ

な
花
束
に
仕
立
て
て
、
お
土
産
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 ↑ 2004.10.2「小さなハートプロジェクト」
にご協力頂いた皆様、ありがとうございました。

☆
設
立
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
報
告

 ↑前列中央が佐藤さん


